



















































Run and Jump to get out of Control: On the Meaning of Moving Body in Films
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Abstract
What is the meaning of moving bodies in recent video clips ? How they are represented ? Video clips
establish their own formular ; ambiguous story line, moving cameras in every angle, flashing light and
dancing people. This paper discusses on moving bodies in film and video clips in 1990's. It will observe run-
ning heroin in Tom Tykwer's film " Lola rennt " to find the influence of video clips. Moving bodies except
performing musicians seems to have increased in 90's. We look their tips to attract audience with thier vis-
ual effects. We also focus on violent imagges in clips to find out their visual cutral context.
ラン｣ (監督：トム・ティクヴァ､ 主演：フランカ・ポテン












































では､ 急に金が入った浮浪者に自転車を売りつける4 ｡ ロー
ラが父親の銀行の廊下ですれ違う中年の女性秘書は､ ①自動
車事故のあと障害が残り自殺､ ②男性行員と意気投合して交
際､ とやはり正反対である5 ｡ 第３パターンではローラが銀
行に入らないので出番がない｡ 彼らは皆､ 駆け抜けるローラ














単なる雑踏と思われたものが､ "LOLA RENNT (ローラは











図１ 『ラン・ローラ・ラン』､ 1998年より チャプター15
走るローラとマニ
図２ 同､ チャプター１､ オープニングの人文字
一定のリズムを保った肢体の動きだけを見せ続ける｡ 事態は











































うねりや繰り返されるフレーズと､ 側転､ ジャンプ､ 後方ブ














































ワックスの ｢カリフォルニア｣ (1995年 監督：スパイク・











































図５ ワックス､ ｢カリフォルニア｣ 炎の男(1996年)
図６ ファットボーイ・スリム､ ｢ウェポン・オブ・チョイス｣
空中浮遊 (2000年)
図７ ダイノソーＪｒ., ｢フィール・ザ・ペイン｣､ ゴルフ三昧
(1994年)








立て､ 第一打｡ 球は空高く上昇し､ 高層ビルのはるか上を移






ン (多分マスシス)｡ 打球は公園の芝生に落ち､ たまたま通
りかかった３人連れのビジネスマンが手を伸ばしたとたん､
２人にゴルフクラブで殴り倒される｡ 次に打球は噴水の池に





















































ていることが確認出来た｡ スポーツ､ ダンス､ そして空中浮
遊と､ ビデオクリップに登場する身体の動きは多様である｡




図８ ケミカル・ブラザーズ ｢セッティング・サン｣｣､ 自分と























































あり､ スポーツカー､ システム・キッチン､ 冷蔵庫､ トース





るのは､ どうやらこれらの商品である｡ さまざまな年齢､ 性





























し､ あらゆる人が欲望をむき出しにする (図12))｡ ｢皆冷静
に｡ 慌てるな｡ これはまさに世界の終わりだ(Everybody

















































トロール｣ (1999年10月､ 監督；W.I.Z.)18 は､ 単なる内乱の
映像ではない｡ 中南米の政情不安な地域を舞台にしたと思わ










飲み始める (図16)｡ 喉の渇きを覚える隊員たちが､ 羨望の
まなざしで女性に見とれ､ 警棒で盾を叩く｡ その間､ 仲間は






















年)19 を取り上げる｡ 雑木林を控えた野原が映し出され､ 大
勢の兵士が駆けだしてくる｡ 倒木を跳び越え､ 浅瀬をわたり､
ある場所を目指す｡ 銃器を構えていないので､ 戦闘ではなさ


















図17 同､ Viva コーラCM

















































































第58号､ 2004年､ 241～251頁､ 特に242～245頁｡
２ 『ラン・ローラ・ラン』､ ポニー・キャニオン､ 2003年
(DVD)｡
３ 同DVD､ チャプター３､ 11､ 17｡
４ 同DVD､ チャプター５､ 11｡
５ 同DVD､ チャプター６､ 13｡
６ ジャン・フランソワ・ブーヴィエ監修､ 『世界のCMフェ
スティバル第１集』､ 学研､ 2003年収録CM｡
７ 『スパイク・ジョーンズ ベスト・セレクション』､ アスミッ
ク・エース・エンターテイメント､ 2004年(DVD)､ Disk
A､ 第15曲､ コメント (ケミカル・ブラザーズ)､ 監督イ
ンタビュー､ 『ケミカル・ブラザーズ シングル 93-03』､
東芝EMI､ 2003年(DVD)､ 第４曲｡
８ 『ケミカル』 所収のライブ映像を参照｡
９ 『ペットショップ・ボーイズ ポップアート』､ 東芝EMI､
2004年､ 第13曲｡
10 『スパイク』 第１曲､ コメント (ワックス)､ 監督インタビュー｡
このクリップはミュージシャンたちのコメントにしばしば
言及され､ 各方面に新鮮な驚きを与えたことが伺われる｡
11 『スパイク』､ 第13曲､ コメント (ノーマン・クック､ クリス
トファー・ウォーケン)；ブックレット､ 監督インタビュー｡
12 『スパイク』､ ブックレットの監督インタビューから｡
13 『スパイク』 第10曲､ コメント(J・マスシス) ､ 監督イン
タビュー｡
14 『ケミカル』 第２曲｡




カー』､ ソニー､ 2002年､ DVD､ 第６曲｡
17 『プライマル・スクリーム ダーティー・ヒッツ』､ ソニー､
2003年､ DVD第７曲｡ クリップの監督などの詳細は不明｡
18 『ケミカル』､ 第７曲｡
19 『プライマル』､ DVD第９曲､ 解説｡
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